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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

Ｄ会場　14 : 54～15 : 48

明治初期における翻訳家政書が果たした役割と意義

　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡（谷口）彩子（熊本大）

　目的　明治初期における翻訳家政書は、日本の家政学・家政教育に多大の影響を及ぼし

たとみられてきた。しかしその日本における受容過程については充分な解明がなされてい

ない。本研究は、これまでの原典解明・原典研究の成果をふまえ、翻訳家政書が｢家事経

済｣教科書等に及ぼした影響の検討を中心に、明治初期における翻訳家政書が日本の家政

学・家政教育史上において果たした役割と意義について考察することを目的とした。

　方法　本研究では、家席生活全般に関する記述がみられる７種類の明治初期における翻

訳家政書ならびにその原典を資料とした。また明治13(1880)～16 (883)年に刊行された８

種類の｢家事経済｣教科書との比較を行った。

　結果　明治14(1881)年の小学校教則綱領｢家事経済｣の公布以降、明治16(1883)年まで

に｢家事経済｣教科書の内容が定型化していく過程がみられる。翻訳家政書と｢家事経済｣

教科書との連続面は、1)家政、家事に関する概念の継承　2)女子教育としての家政教育の

位置づけ、であり、不連続面は、3)女子における学問の軽視　4)自然科学をふまえた記述

の希薄化と実用性の重視　5)内容の領域の狭まりと定型化　6)日本の生活様式をふまえた

記述の採用、である。明治初期における翻訳家政書は男女への家政の教育の可能性を提示

したが、学校教育において家事経済が女子に限定されたことにより、翻訳家政書の女性が

主体となる家政の面が継承され、女性による家政に関する新たな学問の可能性が開かれた。

2 Dp-5 アメリカにおける大学の家政教育カリキュラムの比較研究　第s報

　○古寺浩mn大駄)，東珠実(Illi女湘大)，柿野成美圓iltt鼓隻tﾝﾀｰ)
　鈴木真由子湘大),田崎裕美(蝕大mm).増田啓子(Ill大#1剱ｼｽﾃ珊畑
　吉本敏子(三鮒，村尾勇之(東絲幹院大)

　【目的】本研究ではこれまで、1995年に独自に行ったアメリカの家政学系大学組織へのア
ンケート調査をベースに、家政教育カリキュラムの名称変更動向などを明らかにするととも
に、アメリカ家政学会の教育カリキュラムに対する専門分野別基準認定の歴史、および認定
活動の実態などを明らかにしてきた。本報では、1995年の調査時に入手した各大学のカタ

ログ、および、2000年１月時点での各大学ホームページに見られる家政系大学教育カリキ
ュラムの設置理念･目的について､年次間での変化とHome Economics, Family & Consumer
Sciences,Human Ecology といった名称ごとにその特徴を明らかにする。
　【方法】①:1995年、2000年にアメリカ家政学会に所属する各大学プ・グラム名称を学会
公表資料により把握し、名称系分布（勢力）を比較する。②:1995年の調査時に入手した
各大学のカタログにより各大学カリキュラムの設置理念・目的を把握し、名称系ごとにその

特徴を比較する。③: 2000年１月時点での各大学ホームページ情報により②と同様な比較
を試みる。④：②と③の結果をもとに両年次間での違い・変化を明らかにする。

　【結果】①：学会所属大学数は、1995年が286、2000年が145で、Home Economicsか
らFamily & Consumer Sciencesへの名称変更が多く見られた。②・③・④の結果、カリキ
ュラムの設置理念・目的に見られるキーワードは、個人・家族・コミュニティー、改善・向
上・well-being ・生活の質、環境・エコシステムであったが、名称系および年次間での表

現上の違い・特徴は一部を除いて認められず、これらのキーワードが、時代や組織を越えて
アメリカ家政学（教育）を表現する重要概念であるということが確認された。
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